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■ 景観マニュアル策定の流れ

毅景観マニュアル策定の補助金額等について

　ワークショップなどの活動に必要と認められる経費の１０万円を上限として補助します。（上限額に満たない

場合は、その額を上限とします。）

　また、ワークショップの運営および景観マニュアルの作成を支援するアドバイザーを紹介します。

　写真は、景観百景活動支援補助金を活用して活動を行ったものです。護岸や河川内の雑草と樹木の除去を行った

ことで道路と護岸の境が明確になり、河川内も広くなったことで釣り客や川で遊ぶ子どもたちの姿が増えました。

■ 景観マニュアルに基づいた活動（景観形成活動）の支援について

　策定したマニュアルが認定されると、マニュアルに基づいた活動に関して活動支援として補助金が受けら

れます。

毅活動支援の補助金額

　　補助対象と認められる経費の２分の１以内、２０万円を上限とし、３回まで補助します。

毅補助対象団体

　　補助の対象となる団体は自治会、地区会等です。

【問い合わせ先】建設部都市住宅課　  ６７-１８１４緯

　　地域特有の景観について調査

し意見を出し合い、残していきた

い景観を抽出していきます。

▲ワークショップの様子

　資料や写真などを持ち寄り

　話し合います。

１ 　　地域の「景観」について、ど

こに何があるのか、どうなってい

るのか、どんな景色が見えるか現

地へ確認に行きます。

▲現地確認の様子

　新しい発見があるかも・・・

２ 　　ワークショップや現地確認を

経て「景観マニュアル」が完成！

３

★作成したマニュアルは地域の

みなさんに配布して周知します

▼

活動後活動前


